
CURRIKI ALGEBRA UNIT 3

Descriptive Statistics

Lesson 3.1: Summarize, Represent, and Interpret Data on a Single Count or

Measurement Variable


箱ひげ図の書き方
Curriki原典

http://www.curriki.org/xwiki/bin/view/Coll_kathyduhl/BoxandWhiskerPlotStepbystep?bc=;Coll_kathyduhl.Algebra1;Coll_kathyduhl.Unit3DescriptiveStatistics;Coll_kathyduhl.Lesson31SummarizeRepresentandInterpretDataonaSingleCountorMeasurementVariable;Coll_kathyduhl.StudentResources
データセットを用意する.


１）データを小さいものから大きいものへと順に並べる

２）次の３つの値を求める
　　　　中心値

　　　　最小値　－　最も小さい値

　　　　最大値　－　最も大きい値
３）中心値より値が小さな全てのデータの値を四角で囲む。これらの値の中心値を求める。これを第１四分点という。
４）中心値より値が大きなデータの値を四角で囲む。これらの値の中心値を求める、これを第３四分点という。
５）箱ひげ図を書く。（横に書くが、縦に書くのも同じ）
a) 最小値、第１四分点、中心値、第３四分点、最大値のところに点を書く。

b) 第１四分点を左の辺、第３四分点を右の辺とする四角を書く。
c) 中心値のところに箱の中に縦棒を書く。

d) 箱の右の辺と左の辺から最小値と最大値へ線（ひげ）を書く。
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